生物Ⅱシラバス案

啓林館編集部


	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	生物Ⅱ
	３
	

	使用教科書
	使用副教材

	啓林館「生物Ⅱ 改訂版」
	啓林館「センサー 2009 生物Ⅰ＋Ⅱ」

	
	
	

	１　学習の目標等
	
	

	学習の目標
	生物や生物現象についての観察，実験や課題研究などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，生物学的に探究する能力や態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

	学習のねらい

	第１部 分子から見た生命現象
	・生物体内の化学変化やエネルギー変換，さまざまな生命現象を支えるタンパク質などの働きを観察，実験などをとおして探究し，生命を維持する共通の原理を理解させ，生命現象を分子レベルでとらえることができるようにする。

	第２部 分子から見た遺伝現象
	・生物体内の遺伝子や遺伝情報，さまざまな遺伝現象を支える核酸やタンパク質などの働きを観察，実験などをとおして探究し，遺伝情報の発現や調節に関する共通の原理を理解させるとともに，バイオテクノロジーについても触れ，遺伝現象を分子レベルでとらえることができるようにする。

	第３部 生物の多様性と進化
	・生物の分類と系統及び進化の過程とそのしくみを観察，実験などをとおして探究し，生物界の多様性と歴史的変遷を理解させ，分類と進化についての見方や考え方を身につけさせる。

	第４部 生物の集団
	・個体群の構造と維持，生物群集と生態系について観察，実験などをとおして探究し，生物を集団のレベルでとらえて生物と環境とのかかわりについて理解させ，自然界における生物集団についての見方や考え方を身につけさせる。

	第５部 課題研究
	・生物についての発展的，継続的な課題を設定し，観察，実験などをとおして研究を行い，生物学的に探究する方法や問題解決の能力を身につけさせる。

	
	
	

	２　学習計画
	
	

	学期
	学習項目(配当時数)
	学習内容
	活動・備考等
	考査
範囲

	１


	第１部 分子から見た生命現象
(34)
	
	
	第

一

学

期

中

間

考

査

	
	第１章 生物体内の化学反応と
酵素(9)

第１節 タンパク質
第２節 代謝とエネルギー代謝

第３節 酵素反応とその特性
	タンパク質の構造と特性，代謝とエネルギー代謝の基礎的内容とともに，細胞内で物質を分解したり合成したりする化学反応を進行させている酵素の触媒作用について学ぶ。
	発展：ヒトの体内で合成されないアミノ酸

発展：牛海綿状脳症BSEとプリオンの立体構造

実験１-１

「カタラーゼの働きと条件」
発展：酵素と活性化エネルギー

発展：フィードバック調節とアロステリック酵素

発展：酸化還元酵素と加水分解酵素
	

	
	第２章 細胞呼吸(8)

第１節 呼吸
第２節 嫌気呼吸
第３節 好気呼吸
	生物が生命活動を営むのに必要なエネルギーを得るための，有機物の分解の過程である呼吸について学ぶ。
	実験１-２
「アルコール発酵」

発展：電子伝達系とATP合成酵素

実験１-３
「脱水素酵素の反応」
資料学習

「呼吸商（RQ）を測定する」
	

	
	第３章 炭酸同化と窒素同化(9)

第１節 初期の光合成研究
第２節 光合成の場

第３節 光合成のしくみ

第４節 細菌の光合成と化学合成

第５節 窒素の同化
	植物が行う炭酸同化作用である光合成や窒素同化，さらには植物以外の生物が行う炭酸同化のしくみと意義について学び，その産物によって，ほとんどすべての生命が支えられていることを理解する。
	実験１-４

「緑葉中の色素の分離」

発展：葉緑体とミトコンドリアでのATP合成

発展：強い光や乾燥に適した光合成のしくみ
	

	
	
	
	
	第

一
学

期

期

末
考

査


	
	第４章 生命現象とタンパク質

(8)

第１節 生体を動かすタンパク質
第２節 生体を守るタンパク質

第３節 細胞間の情報伝達に働くタンパク質

	タンパク質には数多くの種類があってその種類ごとに立体構造が異なり，筋収縮や免疫，情報伝達といった多種多様な働きをすることを理解する。
	実験１-５

「グリセリン筋の収縮」

発展：抗体の多様性

発展：臓器移植と細胞性免疫
	

	
	第２部 分子から見た遺伝現象

(21)
	
	
	

	
	第１章 遺伝を担う核酸(9)

第１節 遺伝子の本体
第２節 遺伝情報の発現
	親から子へ形質を伝える「要素」である遺伝子が，核酸でできていることを理解し，核酸の構造と働きについて学ぶ。また，遺伝情報の発現のしくみやタンパク質の合成についても学ぶ。
	発展：X線回折とDNA立体構造の解明

実験２-１

「DNAとRNAの染色による検

出」

発展：伝令RNAの遺伝暗号表

発展：逆転写の発見
	

	
	第２章 遺伝情報の発現調節(5)
第１節 遺伝子発現の調節
第２節 遺伝子と発生
	遺伝子発現調節のしくみや機能を，大腸菌の生活や動植物の発生・分化を例に，その働きを学ぶ。
	実験２-２

「形質発現の調節」

発展：真核生物における調節タンパク質の働き

発展：染色体上に並んだホメオティック遺伝子

実験２-３

「ニンジンの組織培養」
	

	２
	
	
	
	第

二

学

期

中

間

考

査

	
	第３章 バイオテクノロジー(7)

第１節 細胞の操作と応用
第２節 遺伝子の操作と応用
第３節 ゲノムプロジェクト
	特定の遺伝子の改変に着目した技術など，今後の発展が予想される生物利用技術の基盤を学ぶ。また，ゲノムプロジェクトの現状と成果，今後の展望などについても学ぶ。
	実験２-４

「プロトプラストの作製と細
胞融合」

(思考学習)遺伝子組換え実験

発展：PCR法によるDNAの増幅

実験２-５

「DNAの制限酵素切断地図の

作成」
	

	２
	第３部 生物の多様性と進化(32)
	
	第３部，第４部のいずれかを選択履修が可能
	第

二

学

期

期

末
考

査

	
	第１章 生物界の変遷(8)

第１節 生命の起源
第２節 生物界の変遷と地球環境の変化

第３節 人類の起源と進化
	地球に生息する多種多様な生物が，共通の祖先に由来していることや，地球環境の変化とかかわりあいながら進化してきたことを理解し，生物の進化の歴史について学ぶ。
	実験３-１

「コアセルベートの形成」


	

	
	第２章 進化とそのしくみ(12)

第１節 進化の証拠
第２節 生物の変異と進化
	進化がどのように裏づけられ，そのしくみはどのように説明されているかを学ぶ。
	実験３-２

「訪花昆虫の適応」

実験３-３

「胚膜の観察」

実習

「選択が働く場合の遺伝子頻
度の変動」

資料学習

「オオシモフリエダシャクの
工業暗化」
	

	
	第３章 生物の分類と系統(12)

第１節 生物の多様性と分類

第２節 原核生物の分類と系統

第３節 原生生物の分類と系統

第４節 植物の分類と系統

第５節 菌の分類

第６節 動物の分類と系統
	生物の分類の方法，系統を明らかにする方法，現在明らかになっている生物の分類体系について学ぶ。
	資料学習

「DNAの塩基配列の違いにも
とづく進化の推定」

実験３-４

「光合成生物の系統と光合成
色素の関係」

実験３-５

「磯の動物の分類」
	

	２
	第４部 生物の集団(32)
	
	第３部，第４部のいずれかを選択履修が可能
	

	
	第１章 生物の生活と環境(1)

第１節 環境要因
第２節 環境と適応
	生物と，生物を取り巻くさまざまな環境との間に，作用や反作用，相互作用があることを学ぶとともに，その生息環境に応じた形態や生活様式が見られることを理解する。
	
	第

二

学

期

期

末

考

査



	
	第２章 個体群とその変動(8)

第１節 個体群の成長と変動
第２節 個体群の構造と変動

第３節 種内関係
	個体群の成長や変動を理論的な考察をとおして理解するとともに，生物のさまざまな種内関係の意義を理解する。
	実験４-１

「個体群の成長曲線－ウキク

サを用いて－」

実験４-２

「植物個体群の密度効果」
	

	
	第３章 生物群集の構造と維持

(13)

第１節 異種個体群間の関係

第２節 生物群集

第３節 植物群落の構造と物質生産

第４節 植物群落の遷移と再生

第５節 植物群系とその分布
	生物群集を構成する生物種の相互作用について学ぶ。また，土壌の形成と照度の変化による植物群落の遷移のしくみや，植物群落の分布とその要因について学ぶ。
	実験４-３

「魚の食性調査」

実験４-４

「方形枠法による植物群落調

査」

実験４-５

「層別刈取法による生産構造

図の作成」

資料学習

「火山溶岩上での植物群落の遷移」
	

	
	第４章 生態系とその平衡(10)

第１節 食物連鎖の収支

第２節 生態系でのエネルギーの流れと物質循環

第３節 生態系の平衡と環境保全
	生態系での食物連鎖に伴う物質の循環やエネルギーの流れをとおして，すべての生物群落と環境とがつながっていることを学ぶ。さらには，さまざまな環境問題について理解を深める。
	実験４-６

「土壌動物と環境」

実験４-７

「落葉の分解者による有機物

の分解」

実験４-８

「水生生物を指標とする河川

の環境調査」
	

	３
	第５部 課題研究(18)
	
	
	第

三

学

期

期

末

考
査

	
	第１章 課題研究とその進め方
(2)

第１節 課題研究とは何か
第２節 課題研究の進め方
	課題研究とは何か，また課題研究の一般的な進め方とその要領について学ぶ。
	
	

	
	第２章 実験研究(8)

第１節 一般的な注意事項
第２節 実験研究の具体例

　　　 ；呼吸量の測定
	実験研究を行う上での注意事項を理解し，具体例を参考に，テーマ例などから自ら課題を設定し，実験研究を行う。
	
	

	
	第３章 調査研究(8)

第１節 調査研究の注意事項
第２節 調査研究の具体例

　　　 ；植物群落と人による踏みつけの強さ
	調査研究を行う上での注意事項を理解し，具体例を参考に，テーマ例などから自ら課題を設定し，調査研究を行う。
	
	

	※この考査範囲は第３部，第４部のいずれかを選択履修した場合のもの


	
	

	３　評価方法とその観点
	
	

	評 価 方 法

	●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現，
知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。

	(1)授業への取り組み
授業に対する姿勢，学習態度，生物への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項目を評価する。

	(2)ノートの記載内容
授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。

	(3)観察・実験等
観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。

	(4)教科書・問題集の問題
各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。

	(5)中間・定期考査
学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも大きい。

	
	
	

	４　学習のアドバイス等
	
	

	１　日常生活の中で起こるさまざまな自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。
２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。
３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。


